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研究成果の概要（和文）：本研究は、学習者が外国語の音声を学ぶ際に影響を受ける要因を探り、個人差が顕著とされ
る発音分野に適した自律型発音学習プログラムを開発することにある。研究期間中①「発音学習のための音声学習スト
ラテジー」68項目の調査票を開発し、英語、ドイツ語、フランス語学習者の音声学習ストラテジー使用を調査して因子
分析を行うことで各言語の音声学習に対する傾向を明らかにした。②各言語で音声能力の評価が高い学習者のストラテ
ジー使用を抽出し、音声評価項目との相関分析を行うことで各言語の音声学習に効果的な音声学習ストラテジーを検証
した。さらに③自律型音声学習プログラムを開発し、実証実験を通して各言語の有効性を確認した。

研究成果の概要（英文）：This study investigates the factors by which learners are influenced when 
learning the speech sounds of foreign languages, and develops the program of autonomous learning of 
pronunciation appropriate for such phonetic fields that show marked differences among individuals. ① We 
have developed 68 items and questionnaires for phonetic learning strategies, and clarified the tendency 
of phonetic education of English, German and French, by investigating and making factor analysis of the 
employment of phonetic learning strategies of the three language learners. ② We have verified the 
effective strategies for phonetic education of the three languages by abstracting the use of learning 
strategies of the learners highly evaluated in phonetic faculty for each language and making correlation 
analysis of their use and evaluation items. ③ We have made the programs of autonomous phonetic learning, 
and confirmed their validity in each language through demonstrative experiments.

研究分野：ドイツ語音声教育、音声学、音韻論
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１．研究開始当初の背景 

本研究に先立ち実施した科研プロジェクト

（平成 21 年～23 年「外国語音声教育と日本

人学習者による音声習得との関係の解明」基

盤研究（C））では、日本人学習者の英語・ド

イツ語・フランス語の音声学習に影響を与え

る要因を音声的要因と教育的要因に分けて

分析を行った。音声的要因の分析では学習者

の録音音声を音響分析し、日本人学習者の音

声の特徴を明らかにした。教育的要因では学

習者がこれまで受けてきた音声教育につい

ての実態調査を行い、各言語の教材を量的・

質的に分析することで外国語音声教育の問

題点を明らかにした。この結果を踏まえ、本

研究では、学習者要因に音声学習の焦点をあ

て、学習者が主体的に音声学習を行う自律型

学習プログラムを提案する。すでに予備調査

として音声学習ソフトを用いてドイツ語学

習者の音声学習ストラテジー使用の調査を

行ったが、本研究ではそれを発展させ、英

語・ドイツ語・フランス語の学習者に音声学

習を効果的に行うための自律的な音声学習

の方法を探る。なお、これまでの学習ストラ

テジーに関する実証的研究は読解・聴解、文

法・語彙の学習に限られていたため、特に個

人差の著しい外国語発音教育にとって学習

ストラテジーの研究はその効果が期待され

る。 

 
２．研究の目的 
研究目的は以下の 4点である。 

(１）音声学習ストラテジー調査票の作成： 

学習ストラテジーの調査票は、Oxford (1990)

の SILL (Strategy Inventory for Language 

Learning)をもとに音声教育に応用した、小河

原(1997)、Peterson (2000)、Berkil (2009)のもの

がある。本研究では小河原（1997）および

Berkil (2009)の調査票項目をもとに、日本人の

英語・ドイツ語・フランス語学習者を対象と

した、日本の外国語学習環境を考慮したスト

ラテジー調査票を新たに作成する。調査票の

作成は、音声学習ストラテジーを分析する上

で必要不可欠なものであり、自律的な音声学

習ストラテジー・プロセス・モデルを構築す

る上で前提となるものである。 

 

(２）音声学習ストラテジー調査票による音

声学習の実態調査： 

音声学習ストラテジー調査票を用いて英

語・ドイツ語・フランス語学習者の音声習熟

度別ストラテジー使用を調査する。これまで

の科研プロジェクトの結果をもとに日本人

学習者にとって音声学習が難しい分節素や

超分節素が明らかにされているため、その項

目を中心に実態調査を行い、音声習熟度別に

学習者の使用する音声学習ストラテジー項

目の使用との関係を調査する。これまでの予

備調査では、音声学習と複数の音声学習スト

ラテジー使用との関係が明らかにされたが、

本研究では 3言語において調査し、どの音声

学習レベルの学習者がどのような音声学習

ストラテジーを使用しているか、どの音声学

習ストラテジー使用が音声習熟度を高める

かを調査し、統計処理を行ってその関係を明

らかにする。 

 

(３）自律型音声学習の支援プログラムの作

成： 

学習者に「プランニング→モニタリング→評

価→問題解決」という一連のストラテジー・

プロセスを通して学習者自らが目標を設定

し、ストラテジーを選択して自らの学習過程

を観察・記録させる。使用教材は市販の音声

ソフトを使い、記録を個人のポートフォリオ

に残し、教師の指導のもと、自律的な音声学

習へと導く。学習者が自分の不得意とする分

節素とイントネーションやアクセントなど

の超分節素の克服に向けた自律的な発音学

習プログラムを作成する。 

 
(４）自律型音声学習プログラムの有効性の
検証： 



(３）の結果を音響的に分析し、さらに母語

話者や外国語教師に学習者のプログラム開

始前と終了時の音声を判定してもらうこと

でプログラムの有効性を検証する。評価項目

は母音と子音（分節素）、イントネーション、

アクセント、リズム（超分節素）とする。 

 
３．研究の方法 

本プロジェクト遂行のために音声学および

応用言語学を専門とし、大学で英語、ドイツ

語、フランス語の授業を行っている３言語の

教員を組織した。定期的に打ち合わせを行い、

計画を順次実行した。英語・ドイツ語・フラ

ンス語の各班に分かれて個別に調査するこ

とで音声学習ストラテジー調査票や音声学

習プロセスに関する先行研究や文献が収集

できた。また、学習者のストラテジー使用の

実態調査には各外国語の授業に組み入れる

ことでデータ収集が可能となり、自律型音声

学習プログラムを用いた有効性の検証を行

うことができた。 

 

４．研究成果 

(1）3 言語共通の音声教育のためのストラテ

ジー調査票の作成： 

学習者の音声に関する外国語学習観や学習

方法、学習動機などを知るために学習ストラ

テジー68 項目を含む調査票を SILL (Oxford: 

1990)、小河原（1997）、Berkil (2009)をもと

に独自に開発した。学習ストラテジー研究を

音声教育に応用したものはこれまでにわず

かしかなく、日本人の英語、ドイツ語、フラ

ンス語の発音についての音声学習ストラテ

ジーに関する先行研究はわずかしかない。本

研究を通して日本人のための3言語の発音を

分析するためのストラテジー項目を作成し

たことは意義深いといえる。 

 

(２）音声学習ストラテジー使用と音声の習

熟度との関係を分析： 

音声学習ストラテジーの調査は、英語・ドイ

ツ語・フランス語を学習する大学生（英語 85

名、ドイツ語 111 名、フランス語 61 名）を

対象に行い、回答結果に探索的因子分析を用

いて３言語に共通する５因子を導き出した。

さらにストラテジーの因子と音声の習熟度

との関係を探るために上記学習者の録音音

声を「全体的評価」、「イントネーション」、「リ

ズム」の 3項目について各言語評価者（英語

3名、ドイツ語 5名、フランス語 10 名）によ

る 5段階評価を行った。結果として①３言語

で学習ストラテジーと音声評価全項目との

間に相関がみられた。②英語の「即対応・反

復練習型」学習ストラテジー、ドイツ語の「コ

ミュニケーション重視型」学習観、フランス

語の「未来期待型」動機は発音の評価との相

関がみられ、音声の習熟度に関係しているこ

とが示された。③得点を標準化した上で成績

の上位群と下位群に分けて平均値の差を検

証した結果、「代替・模索型」学習ストラテ

ジーが３言語にほぼ共通して有意差がみら

れ、音声習熟度の高い学習者と低い学習者と

の間には対象音声の代替案を模索する方法

について差があることが推測された。同様に

「聴解・反復型」学習観にも両群間の有意差

がみられ、音声習熟には何度も聞くことが重

要であることを学習者が認識しているとい

うことが示された。 

（３）3 言語に共通する自律型学習プログラ

ムの開発： 

自律型発音支援プログラムは教師指導のも

と、学習者が主体的に発音ストラテジーおよ

び練習問題を選択し、実践した後に自己評価

し、自ら改善に導く「プランニング→モニタ

リング→評価→問題解決」を音声学習に応用

したものである。実際の授業では、学生に毎

回ワーキングペーパーを記入させて個人の

ポートフォリオを作成させた。発音スキルの

向上と個人的な問題点を克服するためには、

効果的なストラテジーを使用しながら自律

的な能力を高める必要がある。以下の表は発



音の学習ストラテジー・プロセス・モデルで

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）プログラムの有効性の検証 

英語・ドイツ語・フランス語の各言語に効果

的な音声学習ストラテジー項目を使い、自律

型音声支援プログラムの有効性を検証する

ために、各言語で 7回分の授業にストラテジ

ー・プロセス・モデルのプログラムを組み入

れて実証実験を行った。使用した音声学習ス

トラテジーは、68 項目のうち成績と正の相関

が認められた、英語７項目、ドイツ語 26 項

目、フランス語 14 項目である。プログラム

の有効性の検証には、プログラム開始前と終

了後の 2回にわたり、音声教育や言語教育を

専門とする教師による音声習熟度評価（子音、

母音、アクセント、イントネーション、リズ

ム）を行った。結果として 3言語とも音声の

習熟度の上昇が認められ、プログラムの有効

性が確認できた。また、音声学習の伸び率の

高い学生が使用したストラテジーを比較し

たところ、3 言語ともストラテジー使用の量

と種類に差があったことから、複数の多様な

ストラテジーを同時に使用することが音声

の習熟度に反映されることが確認できた。特

に英語ではメタ認知・認知ストラテジー、ド

イツ語ではメモリー・認知・メタ認知ストラ

テジー、フランス語ではメタ認知・認知・補

償ストラテジーの使用が音声習得につなが

るという結果となった。 

 

（５）個別言語の特徴 

英語では、自分の発音を観察し、評価し、必

要であればすぐ訂正する学習者ほど、発音能

力のテストの得点が高かった。また、綴りと

発音の関係や、語強勢、文強勢について分

析・推論を頻繁にすると答えた学習者ほど発

音能力テストの得点が高いということも明

らかになった。 

フランス語では、全体の意味の流れを予測し

てからイントネーションを発音し、カタカナ

書きにして覚えることが発音の向上につな

がっている。 

ドイツ語ではイントネーションの習熟度と

認知ストラテジー使用との相関がみられた

ことから、繰り返し練習することでピッチ言

語である日本語の影響がイントネーション

向上につながることが確認された。いずれも

音声教育の授業への取り組みにつながるも

のといえる。 
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